




A Study on Self-consciousness in the Adolescence 






























度のうち， private self-consciousness (私的自意識;
以下private)の方は，自分の内的思考や感情に心を向
ける乙と，認知的個人的に自己についていろいろ思案す



































































男 子 117 133 
女 子 116 123 
Z十 233 256 
総 5十 489 (名)
表2. 調査対象者内分け(高校生)
年 2 年 3 年
男 子 200 200 200 
女 子 200 200 200 

















































表3. 自意識尺度の因子分析結果(高校生全体 N = 1020) 
項 目 負 荷 量 (. 38以上)
























(%) 20.53 19.50 6.29 
てきやすいという乙とができる。とにかく，高校生と中 次IL，私的自意識を群毎に得点化し，群聞で有意差検
学生では因子栂造が違うため，以後，閉じ公的自意識， 定を行った。結果は表8 (兇子).表9 (女子)の通り
私的自意識という言葉を使っても，その構造と内容に違 である。
いがあるととを留意しておかねばならなL、。したがって， 男子では，得点は2年で最も高く. 1年で肢も低い山








う結果になっており，山型になっている(図 1)0 1 ~年
と2年の聞に有意な差はないが， 2年と 3年との間i乙は
有意な差が見られた (p< .05)。女子では， 1年，
2年.3年と学年が進むにつれて次弟に得点が上がって
いる(図2)0 1年と2年の問』ζ有意な差はないが， 2 














* 公的自意識 (11items) 
( 1 ) 1. 自分が他人にどう思われているのか気になる。





( 11) 15. 自分についてのうわさに関心がある。
( 12) 16. 人前で何かする時、自分のしぐさや姿(ょうす)が気になる。
( 16) 22. 他人からの評価を考えながら行動する。







( 10) 14. ふと、一歩離れたところから自分をながめてみる ζとがある。
( 13) 17. 自分を反省してみる乙とが多い。











見られ (p< .05)， 2年と 3年の閣では有意な菱は
見られなかった。女子では， 1年，2年， 3年と学年が
進むにつれて次第に得点が上がっている(図2)0 1年























表5 自意識尺度の因子分析結果(中学生全体 N = 489) 
項 目 負 荷 1忌 ( . 31以上)
因子 因子 E






















(%) 26.66 13.18 
表6. 公的自意識学年間有意差検定(男子高校生) 表7. 公的自意識学年間有意差検定 (女子高校生〉
Mean SD t (df=398) Mean SD t (df = 398) 
年 32.25 7.1392 年 33.85 6.1958 
(N = 200) -1.2066 (N=200) ー0.6366
2 年 33.06 6.2223 2 年 34.22 5.3704 
(N = 200) 2.1988事 (N=200) -4.7417 *ホ
3 年 31.65 6.6105 3 年 36.58 4.5227 
(N = 200) (N=200) 
*; p<.05 **; p <.01 
表8. 私的自意識 学年間有意差検定(男子高校生) 表9.私的自意識学年間有意差検定(女子高校生)
Mean SD t (df=398) Mean SD t (df=398) 
年 28.93 7.4135 年 30.66 6.3707 
(N=200) 2.0847* (N=200) -2.1243本
2 年 30.41 6.7336 2 年 31.98 6.0212 
(N = 200) 0.5501 (N=200) -0.7445 
3 年 30.03 6.8658 3 年 32.43 6.0369 
(N=200) (N=200) 
*; p<.05 * ; p <.05 
( 5 ) 
-164一 児童学
表 10.公的自意識 学年間有意差検定(男子中学生)
Mean SD t (df = 248) 
年 22.40 5.1259 
(N= 117) -1.1848 
2 年 23.11 4.3089 
(N= 133) 
表 12. 私的自意識 学年間有意差検定(男子中学生)
Mean SD t (df = 248) 
年 37.22 9.4264 
(N= 117) -1.2934 
















Mean SD t (df = 237) 
年 25.02 4.0768 
(N= 116) 0.3428 
2 年 24.82 4.8456 
(N=123) 
表 13 私的自意識 学年間有意差検定(女子中学生)
Mean SD t (df = 237) 
年 41.12 8.2808 
(N=116) 1. 4 63 5 















表 14. 公的自意識性別有意差検定 高校生一
男子 (N=200) 女子 (N=200)
Mean SD Mean SD t (df=398) 
年 32.25 7.1392 33.85 6.1958 -2.3877* 
2 年 33.06 6.2223 34.22 5.3704 -1.9909* 
3 年 31.65 6.6105 36.58 4.5227 -8.6829*キ
* ; p <.05 *本 ;p <.01 
表 15. 私的自意識性別有意差検定一高校生一
男子 (N=200) 女子 (N=200)
Mean SD Mean SD t Cdf=398) 
年 28.93 7.4135 30.66 6.3707 -2.4967* 
2 年 30.41 6.7336 31.98 6.0212 -2.4519本
3 査手 30.03 6.8658 32.43 6.0369 -3.7032 ** 




男 子 女 子
Mean SD Mean SD t 
年 22.40 5.1259 25.02 4.0768 4.3013 *本
(df=231) 
2 王手 23.1 J 4.3089 24.82 4.8456 -2.9764** 
(df=254) 
**;P<.OI 
表 17. 私的自意識性別有怠差検定 一中学生ー
男 子
Mean SD 
年 37.22 9.4264 
(df=23J) 






























Mean SD t 
41.12 8.2808 -3.3396*キ
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百 epurpose of the present study was to investigate self-consciousness in the adolescence. The questionnaire was 
the self-consciousness scale for Japanese (Sugawara， 1984) based on the scale rnade by Fenigstein et al. (1975). Data 
were col1ected by 489 junior high schoo1 students and 1200 senior high school students. 
百lefactor analysis of 20 iterns indicated that there were two rnain factors (public se1f-consciousness and private 
S巴lf-consciousness).But there was a defference in the factor structure between junior high schoo1 students and senior 
high schoo1 students. 
百lerewere defferent deve10prnental changes between rnale subjects and ferna1e. And fernale subjects showed 
high self-consciousness (both public and private). 
These findings rnade the discussion that self-consciousness related to identity in the adolescence， especially arnong 
ferna1e. 
(10) 
